
施策評価シート（令和元年度　実績）
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まちづくりの方向性

小児医療費助成事業

No. 関連する予算等事業名

百合が丘保育園運営事務経費

百合が丘保育園維持管理経費

私立幼稚園教育推進事業

病後児保育事業

成果（○）

課題等（●）

○民間保育所及び民間学童保育所の新規開設により、保育の受入体制を確保した。

○子育て世代包括支援センターの充実、子育てサロンを百合が丘から中里に移転するとともに、一時預かりも開始した。

○「にのみやLife」シティプロモーション戦略に基づき、移住促進を目的とする事業を展開し、人口の社会増など一定の効果

が得られた。

●まちづくり移動町長室は出席者数が減少傾向にあり、地区と共催という原点に立ち返った開催方法の検討が必要。

児童手当支給事業

児童虐待防止対策事業

生活の質の向上と定住人口の確保

重点的方針 1-5 「にのみやLife」の提案と発信による町の魅力の再発見

概要

　町が持つ多様な資源を生かした多彩な生き方や働き方を選択できる魅力ある暮らしを「にのみやLife」として、広く町内

外に発信することで定住人口の確保を目指します。

　町の強みである温暖な気候や豊かな自然環境、特色ある子育てや教育など、町が持つ様々な資源を生かすことで、この

町ならではの暮らしによる町の魅力を再発見するとともに、民間事業者等と連携しながら、空き家や空き店舗といった既存

資源の利用を促進するなど、様々な生活ニーズに対応可能な質の高い暮らしが実現できる環境づくりを進め、「二宮町に

住み続けたい、住んでみたい」と思う人を増やすための提案と発信をしていきます。

　また、移住促進キャッチコピー「きみのふるさとになりたい」を使用して、町民活動団体や民間事業者などと町が連携しなが

ら、「にのみやLife」を町外に広くアピールすることで、二宮町に関心を持つ人の拡大を図り、移住の促進につなげます。

トータルコスト（千円） 庁内評価（２次評価）

子育て世代包括支援事業

育児発達支援事業

子ども・子育て支援給付経費

ひとり親世帯関係経費

子育てサロン及び一時預かり運営事業

子育て支援対策事業

学童保育所維持管理経費

広報活動事業

情報公開関係経費

にのみやLifeプロモーション事業

まちづくり移動町長室の実施
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総合評価（評価・理由等）

町の最終方針（今後の方向性）

一部改善

・　「にのみやLife」シティプロモーションは人口の社会増などの一定の効果が表れ始めているため、他の施策と

連携しながら、引き続き現在の取り組みを推進する。

・　町民の情報取得手段が多様化する中で、媒体や発信手法の特性を踏まえ、町民や移住希望者にしっ

かりと情報が届く、効率的・効果的な情報発信方法を検討する。また、出席者が減少傾向にあるまちづくり

移動町長室については、活発な意見交換を行えるよう開催方法を検討する。

※1次評価　「Ａ：十分な成果があった」「Ｂ：一定の成果があった」「Ｃ：あまり成果がなかった」「Ｄ：成果が得られなかった」

Ｂ：一定の成果があった

 子育て世代包括支援センターの充実、中里ナーサリーの開設、子育てサロンの移設、子育てサロン・一時預

かりの民間委託、民間学童保育の開設など、行政としての責務を果たしつつ民間の力を活用した効率的な

行政運営に資する取り組みが行われた。一方、情報化社会における広報やHPの役割を見直しつつ、町民と

の情報共有の在り方や移住・定住に繋がる情報発信などについて研究・改善を行う必要がある。

※　町の最終方針　「継続推進」「一部改善」「抜本的見直し」
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